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で
規
制
強
化
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
強
化
を
打
ち
出
し
た
。
さ
ら
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
条
約
締
結
国

会
議
（
長
期
間
に
渡
り
環
境
中
に
残
存
す
る
化
学
物
質
を
規
制
す
る
条
約
）
は
２
０
０
９
年
、
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
の
製
造
や
使
用
、
輸
入
の
制
限
を
決
定
し
、
２
０
１
９
年
に
は
物
質
そ
の
も
の
の
利
用
を

原
則
禁
止
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
日
本
国
内
で
は
環
境
省
に
よ
る
全
国
調
査
の
結
果
、
在
日
米

軍
基
地
周
辺
や
工
業
地
帯
の
地
下
水
か
ら
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
／
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
検
出
さ
れ
大
き
な
話
題
と
な

り
、
国
は
規
制
強
化
の
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

１
．
国
内
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
／
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
に
よ
る
地
下
水
の
汚
染
調
査

　

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
は
、
４
７
０
０
種
類
以
上
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
代
表
例
が
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ

（
俗
称
ピ
ー
フ
ォ
ス
）
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
（
ピ
ー
フ
ォ
ア
）
で
あ
る
。
両
物
質
と
も
、
自
然
環
境
中
で

分
解
さ
れ
に
く
く
蓄
積
し
や
す
い
性
質
か
ら
「
永
遠
の
化
学
物
質
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
過
去

の
研
究
で
は
、
発
が
ん
性
や
胎
児
の
低
体
重
化
、
成
人
の
生
殖
機
能
へ
の
悪
影
響
、
肥
満
、
甲
状

腺
の
疾
患
な
ど
の
健
康
リ
ス
ク
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

⑴　

地
下
水
汚
染
調
査

　

環
境
省
が
２
０
２
０
年
６
月
に
公
表
し
た
、
令
和
元
年
度
・
全
国
１
７
１
地
点
で
の
地
下
水
の

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
／
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
合
算
量
は
１
都
２
府
10
県
の
37
地
点
で
国
が
定

め
た
暫
定
目
標
値
（
５
０
ナ
ノ
グ
ラ
ム
／
リ
ッ
ト
ル
、
以
下
ng
／
Ｌ
と
記
載
す
る
）
を
超
え
て
い

る
。
大
阪
府
摂
津
市
の
地
下
水
か
ら
は
、
日
本
で
最
も
高
い
１
８
５
５
ng
／
Ｌ
（
目
標
値
の
約
37

　

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
は
多
く
の
工
業
・
産
業
分
野
で
幅
広
く
使
用
さ
れ
て
お
り
、
製
品
や
撥
水

技
術
の
進
歩
に
高
く
貢
献
し
て
い
る
。
化
学
物
質
の
ゆ
え
、
環
境
や
健
康
に
対
し
潜
在
的
な
脅
威

と
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
が
、
一
般
的
に
は
大
規
模
な
脅
威
と
は
み
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
一
部
の
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
、
特
に
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
（
ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
オ
ク
タ
ン
ス
ル
ホ
ン

酸
）
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
（
ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
オ
ク
タ
ン
酸
）
は
化
学
的
に
極
め
て
安
定
で
、
水
や
油
を
は

じ
く
性
質
を
持
つ
こ
と
か
ら
「
焦
げ
付
か
な
い
フ
ラ
イ
パ
ン
や
調
理
器
具
」
と
し
て
庶
民
に
知
ら

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
工
業
用
に
大
量
に
使
わ
れ
て
い
る
の
が
泡
消
火
剤
で
、
少
量
で
も
短
時
間
で

消
火
で
き
る
「
最
強
の
消
火
剤
」
と
さ
れ
、
ま
た
最
近
で
は
半
導
体
製
造
に
も
多
く
使
用
さ
れ
て

い
る
。

　

１
９
９
８
年
、
米
国
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
環
境
保
護
局
）
は
「
発
が
ん
性
の
疑
い
有
り
」
と
し
て
世
界

で
最
初
の
ア
ラ
ー
ト
を
発
し
た
。
そ
の
後
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
発
表
し
。
州
レ
ベ
ル
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２
０
２
８
年
に
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
／
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
な
ど
４
種
類
の
合
計
で
２
０
ng
／
Ｌ
と
す
る
方
針
を
決
め

た
。
Ｅ
Ｕ
の
規
制
強
化
の
動
き
は
、
２
０
１
８
年
に
欧
州
食
品
安
全
機
関
（
Ｅ
Ｆ
Ｓ
Ａ
）
に
よ
る

意
見
書
、
①
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
に
関
し
、
成
人
に
お
け
る
血
清
中
の
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
の
上
昇
及
び
、

②
幼
児
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
時
の
抗
体
反
応
の
低
下
が
重
大
な
影
響
と
し
て
特
定
さ
れ
た
か

ら
で
あ
る
。

　

米
国
環
境
保
護
局
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
は
２
０
２
３
年
３
月
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
／
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
基
準
値
を
各

４
ng
／
Ｌ
と
厳
し
く
す
る
案
を
公
表
し
、
年
内
に
最
終
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。
基
準
値
が
こ
の

ま
ま
決
定
さ
れ
た
場
合
、
公
共
飲
料
水
に
対
す
る
化
学
物
質
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
義
務
付
け
ら
れ

る
。
仮
に
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
／
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
基
準
値
を
超
え
た
場
合
、
一
般
市
民
に
通
知
し
、
汚
染
を
低

減
す
る
措
置
が
水
道
事
業
者
に
義
務
付
け
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
、
こ
の
基
準
値
（
４

ng
／
Ｌ
）
の
採
用
に
よ
り
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
／
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
類
に
よ
る
数
千
人
の
死
亡
と
、
数
万
人
の
重

篤
な
疾
病
を
減
ら
せ
る
と
想
定
し
て
い
る
。
こ
の
基
準
案
は
２
０
２
３
年
末
ま
で
に
最
終
決
定
さ

れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
バ
イ
デ
ン
政
権
は
、
規
制
強
化
と
同
時
に
自
治
体
が
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
／
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ａ
の
削
減
対
策
を
実
施
す
る
際
の
財
政
支
援
と
し
て
５
年
間
で
50
億
ド
ル
の
予
算
を
手
当
済

み
で
あ
る
。

⑵　

日
本
の
基
準
値

　

日
本
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
に
つ
い
て
は
前
述
の
「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
条
約
」
に
よ
り
、
化
学
物
質
の

審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
化
審
法
）
で
平
成
22
年
４
月
以
降
は
特
定
の
用
途
を

倍
）
が
検
出
さ
れ
た
。
他
に
は
化
学
メ
ー
カ
ー
の
工

場
な
ど
が
集
ま
る
首
都
圏
や
阪
神
地
区
、
泡
消
火
剤

を
保
管
す
る
多
く
の
米
軍
基
地
周
辺
の
河
川
水
や
地

下
水
で
汚
染
が
確
認
さ
れ
て
い
る
【
表
１
】。

　

環
境
省
に
よ
る
令
和
２
年
度
の
調
査
結
果
で
も
、

全
国
１
４
３
地
点
調
査
で
、
21
地
点
に
お
い
て
国
が

定
め
た
暫
定
目
標
値
５
０
ng
／
Ｌ
を
超
過
し
て
い
る
。

２
．
基
準
値
が
厳
し
い
欧
米
各
国

　

世
界
各
国
は
、
飲
料
水
に
含
ま
れ
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
／

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
基
準
値
を
相
次
い
で
厳
格
化
し
て
い
る
。

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
２
２
年
９
月
に
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｓ
／
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
基
準
値
を
１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り

各
１
０
０
ng
／
Ｌ
と
す
る
暫
定
値
を
公
表
し
た
が
、

出
来
る
限
り
低
い
濃
度
を
達
成
す
べ
き
と
呼
び
掛
け

て
い
る
。

⑴　

各
国
の
基
準
値

　

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
は
、
加
盟
国
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
よ
り
厳
し
い
基
準
値
を
求
め
て
お
り
、
ド
イ
ツ
は
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【表１】　調査結果……高い濃度が確認された地域
県　名 市町村名 地点区分 PFOS PFOA PFOS+PFOA
大阪府 摂津市 地下水 43.6 1812 1855.6
沖縄県 沖縄市 河　川 1462.8 　45.3 1508.1
沖縄県 宜野湾市 湧　水 1110 193 1303
沖縄県 中頭郡 湧　水 1121.7 66.3 1188
東京都 調布市 地下水 153 403 556
千葉県 白井市 河　川 330 19.2 349.2
東京都 立川市 地下水 294 43.2 337.2
東京都 府中市 地下水 259 42.8 301.8
神奈川県 大和市 河　川 238 10.5 248.5
千葉県 柏市 湖　沼 173 18 191
福岡県 築上町 河　川 131 14.9 145.9
環境省：令和元年度PFOS及びPFOA全国存在状況把握調査結果一

覧よりトップ11地点　著者抜粋（単位ng/Ｌ）
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除
き
、
製
造
・
輸
入
・
使
用
等
が
禁
止
さ
れ
た
。
基
準
値
と
し
て
Ｗ
Ｈ
Ｏ
よ
り
厳
し
い
５
０
ng
／

Ｌ
を
国
の
暫
定
基
準
値
に
採
用
し
て
い
た
が
、
さ
ら
に
各
国
の
動
向
を
み
て
、
厳
し
い
基
準
値
の

設
定
を
検
討
し
て
い
る
。

３
．
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
／
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
浄
水
処
理
方
法

　

厚
生
労
働
省
は
水
道
水
の
水
質
管
理
目
標
の
設
定
項
目
と
目
標
値
に
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

の
和
と
し
て
５
０
ng
／
Ｌ
を
追
加
し
、
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
施
行
し
た
。
全
国
の
浄
水
場
で
５

０
ナ
ノ
グ
ラ
ム
／
Ｌ
を
超
過
し
た
浄
水
場
は
無
か
っ
た
が
、
東
京
都
の
５
カ
所
の
浄
水
場
で
は
１

０
～
３
０
ng
／
Ｌ
の
範
囲
で
検
出
さ
れ
、
地
下
水
を
原
水
と
す
る
都
市
部
の
浄
水
場
で
高
い
濃
度

が
報
告
さ
れ
た
。

⑴　

処
理
方
式

　

原
水
に
含
ま
れ
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
／
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
濃
度
を
低
減
さ
せ
る
処
理
方
式
に
は
、
活
性
炭
や

膜
分
離
（
Ｒ
Ｏ
膜
、
Ｎ
Ｆ
膜
）
が
使
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
に
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

が
存
在
す
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
／
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
類
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
永
遠
の
化
学
物
質
」
で
あ

り
、
分
解
処
理
は
通
常
の
処
理
で
は
不
可
能
で
あ
り
、
除
去
す
る
こ
と
は
、
単
に
濃
縮
す
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。

　

①
膜
処
理
で
は
、
原
水
中
に
は
他
の
物
質
も
多
く
、
そ
の
前
処
理
に
時
間
と
経
費
が
掛
か
り
、

さ
ら
に
廃
液
に
は
高
濃
度
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
／
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
残
留
す
る
。
②
活
性
炭
が
一
般
的
に
多
く

使
わ
れ
て
い
る
が
、
共
存
す
る
有
機
物
が
多
い
場
合
は
、
活
性
炭
す
ぐ
に
飽
和
し
て
し
ま
い
、
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
／
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
な
ど
は
、
吸
着
さ
れ
ず
に
通
過
し
て
し
ま
う
、
仮
に
全
て
吸
着
し
て
も
、
最

終
処
分
に
課
題
が
残
る
。
③
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
も
、
有
効
な
処
理
方
法
で
あ
る
が
、
膜
処
理
以
上

に
課
題
が
残
る
。
最
近
で
は
④
亜
臨
界
水
処
理
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
い
ご
に

　

米
国
で
は
、
ろ
過
器
＋
活
性
炭
吸
着
＋
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
を
使
い
完
全
除
去
し
、
最
後
の
樹
脂

は
焼
却
処
理
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
／
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
類
は
熱
分
解
さ
れ
、
最
後
に
二
酸
化
炭
素
と
フ

ッ
化
物
イ
オ
ン
と
な
り
、
フ
ッ
化
物
イ
オ
ン
は
、
既
存
の
処
理
方
法
で
あ
る
フ
ッ
化
カ
ル
シ
ウ
ム

と
し
て
無
害
化
さ
れ
る
。
半
導
体
関
連
の
水
処
理
で
は
、
こ
の
方
式
は
有
効
な
処
理
方
法
で
あ
る

が
、
市
民
向
け
水
道
事
業
で
は
到
底
、
無
理
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
ま
た
、
新
し
き
汚
染
源
と
し
、

最
終
処
分
地
（
ゴ
ミ
埋
立
地
）
の
浸
出
水
も
大
き
な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
今
ま

で
に
使
用
さ
れ
た
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
／
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
製
品
が
埋
め
立
て
ら
れ
、
そ
の
浸
出
水
か
ら
高
い
濃
度

で
検
出
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
環
境
省
は
世
論
の
高
ま
り
を
受
け
「
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
／
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
に
係
る
水
質
の
目
標
値
等

の
専
門
家
会
議
」（
令
和
５
年
度
１
月
24
日
）
を
開
催
し
、
技
術
的
な
内
容
を
検
討
し
て
い
る
が
、

米
国
や
欧
州
連
合
に
比
べ
対
策
が
す
べ
て
後
手
に
回
っ
て
い
る
。「
永
遠
の
化
学
物
質
」
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ
／
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
か
ら
、
国
民
の
命
を
守
る
た
め
に
、
国
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
政
策
課
題
で
あ

ろ
う
。

カレント寄稿

カ
レ
ン
ト
年
間
購
読
は
コ
チ
ラ
⇨


